


返品対応ポリメーラー：二重粘着・開封テープ付きの袋でアパレルの返品を簡単に

Details
先に結論： 返品対応ポリメーラーは、二本の粘着テープと、開封テープまたはミシン目の開封ラインを備えた配送用の袋です。お客様ははさみを使わずに開封でき、袋を破らずに保ち、二本
目の粘着テープで封をし直して商品を返送できます。サイズが合わずに返品されることの多いアパレルやソフトグッズのブランドでは、「返送用の梱包材を自分で探す」手間がなくなり、刃
物による商品の破損が減り、別途返品用の梱包材を用意する必要も減ります。効果を確かめるには、短期間の実運用パイロットが最適です。

アパレルの返品はなぜ梱包の段階でつまずくのか？
返品対応ポリメーラーが必要とされるのは、アパレルの返品フローで最も弱いのが、お客様が最初の荷物を開ける瞬間だからです。粘着テープが一本の標準的なメーラーは、一度の輸送を前
提に作られています。多くのお客様は封の部分を引きちぎるか、はさみやカッターで切り開くため、袋は再利用できません。後からジャケットのサイズが合わないと分かっても、返品を始め
る前に、買い物袋や使用済みの箱を探すか、破れたメーラーをテープで貼り合わせなければなりません。

そうした場当たり的な対応のコストは、梱包予算ではなく返品センターに表れます。返品が濡れていたり、封が甘かったり、折り目をまたいでラベルが貼られたりした、ばらばらの梱包で届
きます。サポート担当は「何に入れて送ればいいですか？」という問い合わせに対応することになります。中古品マーケットプレイスの出品者からは、別の失敗も報告されています。購入者
がメーラーごと衣類を一度に切ってしまい、商品の切れ目が袋の切れ目と一致するというものです。出品者は、倉庫を出た時点では無傷だった商品の返金に応じなければなりません。

外部からの圧力も、ブランドのプラスチック梱包に対する評価を変えつつあります。Amazonは、北米向け出荷のうち使い捨てプラスチック製の配送梱包を使用したものの割合が低下し
たと報告しており（65%、2023 to 37%、2024）、これは Packaging Diveによる、Amazonの2024年版サステナビリティレポートの分析[1]に基づ
く内容です。この数値は、特定のプラットフォームが自社の出荷で使う梱包に関するものであり、ポリメーラー市場全体を示すものではありません。それでも方向性は明確です。フィルム素
材を使い続けるなら、袋一枚一枚がより多くの役割を果たす必要があります。往路と返送の両方を担えるメーラーは、玄関先で捨てられるメーラーよりも説得力があります。

解決策は新しい素材ではありません。最初から二度目の輸送を見込んだ封のレイアウトを設計し、そのうえで、お客様が実際に使ってくれるかを検証することです。
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返品対応ポリメーラーとは？
返品対応ポリメーラーは、機能ゾーンが一つではなく三つあるポリエチレン製の配送用封筒です。

往路の封。 一本目の剥がして貼る粘着テープが、通常のメーラーと同じように、梱包作業台で袋を閉じます。
開封ライン。 往路の封のすぐ下に、開封テープ（フィルムを決まった経路で裂くプルタブ）またはミシン目の列があります。ミシン目入りポリメーラーは、細かい切り込みの列が
あるため、フィルムが手できれいに裂けます。開封テープ式にはつまみが付いており、お客様はどこから裂き始めればよいか分かります。
返送用の封。 二本目の粘着テープは、お客様が必要とするまで剥離ライナーで覆われています。開封ラインに沿って開けた後、残った袋はやや短くなりますが、新しい封は使えま
す。

この形式は業界でも注目を集めています。包装機械メーカーのPAC Machineryは、PACK EXPO 2024で、同じメーラーで商品を返送できるよう設計された再利用可能

https://www.packagingdive.com/news/amazon-packaging-sustainability-report-2024/753294/


なポリメーラーを発表したと、 Packaging World[2]が報じています。中古品の出品者も、受け取る側から同じ行動を挙げています。状態の良いメーラーが届いた場合、二本目の
粘着テープがあるため、多くの人がそのまま取っておいて再利用するといいます。

返品対応メーラーは別の商品カテゴリーではなく、封と開封の設計です。フィルム、印刷、サイズの選び方は、他のブランド入りメーラーと同じ考え方で決まります。その点は当社の ブラン
ド向けアパレル・ソフトグッズ配送用オリジナルポリメーラーのページで扱っているため、この記事では返品の仕組みに絞ります。

実際の返品の流れで、返品対応ポリメーラーはどう機能するのか？
この流れには四つの受け渡しがあり、それぞれ固有の失敗が起こり得ます。

梱包と封（自社倉庫）。 梱包担当者は往路用の粘着テープだけを使い、返送用のライナーには触れません。よくある失敗は、担当者が違うほうのライナーを剥がしてしまうことで1.
す。二本のテープが同じに見えると起こりやすくなります。ライナーを色分けするか、袋に表示を印刷すると、ミスが減ります。
開封（お客様）。 お客様は開封テープを引くか、ミシン目に沿って裂きます。開封ラインが封に近すぎると、裂け目が粘着部分に入り込むことがあります。下すぎると、袋本体に2.
逸れていくことがあります。どちらの場合も、袋は封をし直せません。
封をし直してラベルを貼る（お客様）。 お客様は商品を畳み直し、二枚目のライナーを剥がして、返品ラベルを貼ります。ラベルは、折り目や元の配送ラベルのバーコードをまた3.
がず、平らな面に貼る必要があります。
受け取りと処理（返品センター）。 担当チームは袋を二度目に開け、商品を検品し、フィルムをどうするかを決めます。その判断については、後述の使用後の扱いのセクションで4.
説明します。

返送時には柔軟性も重要です。 USPS Domestic Mail Manual、セクション201[3] では、フラットサイズの郵便物は柔軟でなければならず、箱を入れてきつく包んだ
ものはフラットに該当しないと定められています。柔軟性テストでは、郵便物が損傷なく垂直方向に1インチ以上曲がるかどうかを確認します。やや短くなった袋にゆるく畳み直した衣類は、
往路よりも硬くなったり、詰め込み過ぎになったりすることがあります。お客様には、届いたときと同じ畳み方で、余分なインサートを入れずに返送するよう案内してください。

https://www.packworld.com/trends/ecommerce-d2c-packaging/product/22923061/pac-machinery-pac-machinery-introduces-reusable-poly-mailers-for-ecofriendly-returns-at-pack-expo-2024
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-printed-poly-mailer-bags.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-printed-poly-mailer-bags.html
https://pe.usps.com/text/DMM300/201.htm


返品対応ポリメーラーを導入する価値があるのはどんなときか？
次の三つの条件が同時に当てはまるとき、この形式は効果を発揮します。一つでも欠けている場合は、標準的なメーラーに分かりやすい返品案内を添えるだけで十分なことも多くあります。

1. 返品が例外ではなく、事業の日常的な一部である。 アパレル、水着、アウター、そしてお客様が二つのサイズを購入して一つを返す複数サイズ注文といったフィット重視のカテゴリー
では、返品が安定して発生します。返品が少なければ、二本目の粘着テープはほとんど使われず、必要とする人の少ない機能にコストを払うことになります。最良の根拠は自社の注文履歴で
す。毎月何件の注文が返品につながっているか、どのSKUが原因かを数えてください。

2. 商品が柔らかく、傷みにくい。 袋は二回の輸送と二回の開封に耐える必要があります。衣類、テキスタイル、畳んだソフトグッズはこの条件に合います。硬い角のあるもの、硬い内箱
入りのもの、つぶれるおそれのあるものは、往路も復路もポリメーラーで送るべきではありません。出品者フォーラムでは、つぶれや突き刺し破損は袋のブランドではなく、梱包タイプの選
択ミスが原因だという指摘が繰り返されています。

3. 返品プロセスが、既知の梱包を活かせる。 返品の大半が同じ形式の袋で届けば、入庫担当者は何を期待し、どう開け、商品がどこにあるかをすぐに把握できます。この一貫性は、3PL
や自社の返品チームにとって実際の業務上のメリットです。返品ポリシーでお客様に好きな梱包を使うよう案内している場合、このメリットは失われます。

別の方法を検討すべきなのは、事業がキャリアが袋を提供するプリンター不要の返品持ち込み、または店舗返品に依存している場合です。お客様が郵送で返品することがほとんどない場合も、
この形式は見送ってください。そうした場合、二本目の粘着テープは行動を変えないまま資材を増やすだけです。

返品対応ポリメーラーを導入して検証する六つのステップ
パイロットの目的は、お客様の行動と返品センターでの結果を測ることであり、印刷品質を確認することではありません。サンプルと印刷の確認は購買段階の作業です。説明は次のページに
あります： オリジナルポリメーラーの製品ページ.

現在の返品フローをベースラインとして記録する。 何かを変える前に、一か月または2か月の間、次の項目を記録します。元のメーラーで届く返品と他の梱包で届く返品の件数、1.
破損または濡れた状態で届く件数、返品用梱包について問い合わせるサポートチケットの件数、入庫担当者が返品一件を開封して仕分けするのにかかる時間。このベースラインが
ないと、パイロットの結果を解釈できません。
開封の仕組みを選ぶ。 つまみが見える開封テープは、初めて使うお客様にも分かりやすい方式です。ミシン目はよりシンプルで、平らに収まります。どちらを選ぶ場合も、裂け目2.
がどちらの粘着ゾーンにも入り込まない位置に配置してください。量産前に、ラインが二本のテープに対してどこにあるかを、サプライヤーに見せてもらいましょう。
二本のテープを絶対に取り違えない設計にする。 剥離ライナーの色を変えるか、返送用テープの横に表示を印刷します。梱包担当者には往路用のテープにだけ触れるよう教育して3.
ください。パイロットの最初の一週間は、ライナーの取り違えを記録します。
お客様が見る場所に案内を載せる。 お客様は、開けるときに袋の内側を、返品を決めるときに返品ページを見ます。短い手順（ここから開ける、袋は取っておく、二本目のテープ4.

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-printed-poly-mailer-bags.html


を剥がす、平らな面にラベルを貼る）を印刷し、返品ページと返品承認メールにも同じ内容を載せます。元の配送ラベルを外すか覆うよう促す一文も加え、荷物がお客様のもとに
戻ってしまわないようにします。
分割パイロットを行う。 注文の一定割合を返品対応形式で、残りを現行のメーラーで、同じSKUと同じ期間で発送します。元の袋で届く返品の割合、到着時の破損、梱包関連5.
のチケット、返送時の封の不具合、入庫の処理時間を比較します。パイロット注文の返品が戻ってくるまで十分に長く実施してください。返品サイクルは配送サイクルより長くな
ります。
数字で判断し、ポリシーを更新する。 返品対応グループで、元の袋の利用が明らかに増え、破損やチケットが減るなら、本格導入します。返品ポリシーを書き換えて、袋を再利用6.
するようお客様に案内してください。効果がわずかなら、返品の多いSKUに限って採用を続けます。

コストを比較するときは、袋の形式間の価格差だけで判断しないでください。郵送や同梱が不要になる返品用梱包、入庫で節約できる人件費、刃物による破損を避けられた返金も数えます。
これらの数字は自社のベースラインから得られるため、ステップ1が重要です。自社の数量での価格を知るには、一般的な市場価格に頼らず、製品ページから見積りを依頼してください。

返品対応形式は、他の返品用梱包オプションと比べてどうか？
この表は、四つの一般的な方法を運用面の基準で比較したものです。価格は示していません。資材と印刷のコストは仕様と数量で変わるため、見積りで確認してください。

方法 お客様の行動 注文あたりの追加資材 梱包作業台への影響 主なリスク 適した用途
粘着テープが一本の標準メーラー
（返品用梱包はお客様が用意）

袋か箱を探し、封をしてラ
ベルを貼る なし なし 返品の梱包がばらばら、封が甘い、濡

れている。開封時に商品が切れる 返品の少ないカテゴリー

空のメーラーをもう一枚、荷物に同
梱 予備の袋を使う 袋がまるごと一枚。返

品がなければ未使用
同梱のためのピッキン
グ作業が増える

商品を手元に残すお客様に、予備の袋
が捨てられる

返品が少なく高額で、梱包を管
理したい場合

二重粘着の返品対応メーラー（開封
テープまたはミシン目付き）

ラインに沿って開け、二本
目のテープで封をし直す

同じ袋に二本目のテー
プと開封ライン

梱包担当者が正しいテー
プを使う必要がある

案内が不明確だとお客様が戸惑う。裂
け目が粘着部分に入り込む

サイズ違いによる返品が日常的
に発生するアパレルやソフトグッ
ズ

返品用テープ付きの段ボール箱 箱を開け直し、付属のテー
プで封をする 箱と二本目のテープ 箱の組み立て ソフトな商品では容積重量が大きくな

る
硬い商品、壊れやすい商品、つ
ぶれやすい商品

返品対応メーラーは、最初の二行の中間に位置します。予備の袋を同梱する方法より追加資材が少なく、それでいてお客様にすぐ使える返品用の梱包を提供できます。弱点は行動面にありま
す。お客様が開封ラインを理解して初めて機能するのです。そのため、ステップ4の案内は、封の設計と同じくらい重要です。



二度目の輸送の後、袋はどうなるのか？
返品対応メーラーは、袋の役目が終わる場所を変えます。標準的なメーラーはお客様の自宅で役目を終えます。戻ってくる返品対応メーラーは、返品センターで終わります。これが重要なの
は、家庭でのフィルムのリサイクルが限られているからです。 How2Recycle[4] によると、米国ではプラスチック製の袋・ラップ・フィルムは、ほとんどの集積所回収や持ち込み
回収プログラムで受け入れられていません。対応ラベルの付いたプラスチックメーラーは、店頭回収に適した品目に挙げられています。返品された袋が一つの倉庫に集まれば、各お客様が回
収拠点を探すことに頼らず、自社施設または3PLに事業用のフィルム回収ルートがあれば、そこに乗せることができます。

二度目の輸送では、二枚目のラベルと二枚目の剥離ライナーも加わります。 Association of Plastic RecyclersのPEフィルム設計ガイダンス[5] は、ラベルなしが理
想であり、フィルムにラベルが必要な場合は紙よりPEベースの基材が望ましいとしています。したがって、返品された紙の返品ラベルと剥離ライナーは、フィルムを圧縮梱包する前に取り
除く必要があります。この取り外し作業を入庫ワークフローに組み込んでください。 GreenBlueによる2025年のStore Drop-offラベルの再設計[6] は、カリフォルニ
ア州が「リサイクル可能」をどう定義するかへの用心から、チェイシングアローを削除しました。これは、パッケージ上の表現がいかに敏感な問題になっているかを示しています。

二度目の使用で、袋が自動的に「リサイクル可能」になるわけでも、表示ルールの対象外になるわけでもありません。袋に「リサイクル可能」と印刷する場合、 FTC Green
Guidesの16 CFR § 260.12[7] は、商品の販売先の消費者またはコミュニティの少なくとも60%がリサイクル施設を利用できる場合にのみ、条件なしの表示を認めてい
ます。それ以外の場合は、表示に条件を付ける必要があります。#4の樹脂識別コードは、この表示の代わりにはなりません。 ASTM D7611に関するANSIの要約[8] が指摘し
ているとおり、樹脂識別コードはリサイクルコードではありません。「返品の際はこの袋を再利用してください」は行動を促す案内であり、一般に、使用後の処理を約束する表現より安全で
す。リサイクルや素材に関する表示の裏付けとして必要な根拠は、次のページに記載しています： 製品ページ.

州の規則は厳しくなっています。カリフォルニア州の SB 343のリサイクル表示要件[9] は、2026年10月4日以降に製造される製品について、チェイシングアローやリサイクル可
能性の表示を制限します。この法律の執行は2026年中に連邦裁判所で争われたため、現在の状況は弁護士に確認してください。これとは別に、 SB 54の恒久規則[10] は2026年
に発効し、カリフォルニア州で販売される対象の使い捨て包装に対し、2032年までにリサイクル可能またはコンポスト可能であることを求めています。二度目の輸送によって、どちらの
法律でもメーラーの分類が変わるとは考えないでください。リスクは現実のものです。2025年には、カリフォルニア州が、買い物袋の根拠のない「リサイクル可能」表示をめぐってプラ
スチック袋メーカー四社と和解し、罰金と費用は合計で約$1.75百万に上ったと、 Packaging Insights[11]が報じています。この件は買い物袋に関するもので、メーラーで
はありませんが、包装に印刷するあらゆる表示に同じ表示ルールが適用されます。

FAQ
FAQ：ミシン目入りポリメーラーと開封テープ式メーラーの違いは何ですか？
どちらも、はさみを使わずに袋を開けられる、制御された方法をお客様に提供します。ミシン目入りポリメーラーは、手で裂けるよう細かい切り込みの列をフィルムに入れています。開封テー
プ式メーラーは、プルタブや補強テープを加えることで裂け目を誘導し、開始位置を分かりやすくしています。開封テープは、初めて使うお客様にも見つけやすい方式です。ミシン目はより

https://how2recycle.info/about-the-how2recycle-label/store-drop-off-us-only/
https://archive.plasticsrecycling.org/pe-film-design-guidance
https://greenblue.org/2025/04/23/new-sdo-label-design/
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.12
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シンプルで、袋を平らに保てます。開封ラインが二本の粘着テープから離れていれば、どちらも返品に使えます。

FAQ：通常の粘着テープが一本のメーラーを、返品に再利用できますか？
慎重に開けて、テープで留めてくれる場合に限ります。多くのお客様はそこまでしません。粘着テープが一本の袋は、封の部分で引き裂かれると、閉じるための新しい粘着面がなくなります。
二重粘着式なら、返送用に未使用のテープを残しておけます。

FAQ：返品対応メーラーなら、荷物を開けるときに商品を切ってしまうことを防げますか？

刃物より良い選択肢を示すことでリスクは減りますが、なくすことはできません。開封ラインと、袋に印刷した目立つ「ここから開ける」の表示を組み合わせてください。切れた商品が届い
たときは、衣類の切れ目と袋を照らし合わせます。開封ラインに沿った裂け目ではなく、袋本体を横切る切り口と一致する切れ目なら、輸送中ではなく開封時の破損と考えられます。

FAQ：封をし直したメーラーでは、返品ラベルをどこに貼ればよいですか？

折り目、封、元のバーコードから離れた平らな面に貼ります。元のバーコードは、外すか完全に覆う必要があります。袋が柔軟なままになるよう、商品は届いたときと同じ畳み方にするよう
お客様に案内してください。USPSは、硬い中身をきつく包んだものを、柔軟なフラットとは区別して扱います。

FAQ：返品対応メーラーは標準的なメーラーよりサステナブルですか？
二回の発送を二枚ではなく一枚の袋でまかなえ、返品された袋は自社施設に集まるため、フィルムのリサイクルを組織しやすくなります。ただし、表示の観点では自動的に「リサイクル可能」
にはなりません。袋が何往復するかにかかわらず、リサイクル可能性の表示は、FTC Green Guidesの要件と該当する州の規則を満たす必要があります。

FAQ：判断するまで、パイロットはどのくらいの期間行うべきですか？

パイロット注文の返品が、返品期間内に戻ってきて処理されるまで十分に長く行います。返品は往路の発送から数週間後に届くため、発送が終わった時点でパイロットを止めると、結果を過
小評価してしまいます。元の袋で届く返品の割合、破損率、梱包関連のチケットを、ベースラインと比較してください。

重要なポイント
プラットフォームがプラスチック離れを進めるなか、フィルムを使い続けるブランドは、袋一枚一枚にもっと多くの役割を求める必要があります。 — Amazonの北米向け
出荷のうち、使い捨てプラスチック製の配送梱包を使用したものの割合は、65%から37%へ低下しました。対象は2023年から2024年の期間です (出典)
封をし直した返品荷物がフラットとして扱われるには、柔軟性を保つ必要があります。 — USPSの柔軟性テストでは、フラットが損傷なく垂直方向に1インチ以上曲がるこ
とが求められます (出典)
二度目の輸送があっても、条件なしの「リサイクル可能」表示が認められるわけではありません。 — FTCの規則では、商品の販売先の消費者またはコミュニティの少なくと
も60%がリサイクル施設を利用できることが求められます (出典)
返品された袋は、フィルムをリサイクルする前に、紙のラベルとライナーを取り除くべきです。 — APRのガイダンスでは、PEフィルムにはラベル0枚が望ましく、ラベル
が必要な場合は紙よりPEベースのラベルが推奨されています (出典)
カリフォルニア州の包装ルールは、袋が何回使われるかにかかわらず適用されます。 — 対象となる使い捨て包装は、2032年までにリサイクル可能またはコンポスト可能で
あることが必要で、その根拠はSB 54です (出典)

まとめ
返品対応ポリメーラーが解決するのは、アパレルの返品が始まるとき、お客様が使える梱包材を持っていないという具体的な問題です。解決策は機械的なものです。開封テープまたはミシン
目のラインで袋をきれいに開け、覆われた二本目の粘着テープで再び閉じます。効果が出るかどうかは、返品の頻度、商品構成、そしてお客様が案内に従うかどうかで決まります。現在の返
品フローを測定し、返品が戻ってくるまで十分な期間、分割パイロットを実施して、データが裏付ける範囲でこの形式を残してください。自社の数量での二重粘着式の価格を確認する準備が
できたら、 オリジナルポリメーラーの製品ページ から、返品プロセスに合わせた見積りを依頼してください。
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